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◆素案に対する意見一覧

青字：部会後に頂いた意見

No 部会名 ｷｰﾜｰﾄﾞ 素案に対する意見 対応方針 ページ

1
第3回

上流部会
文章表現

基本理念等において、「保全と創造」、「創出」、「再生」等の表現が混在しているため、表現
方法について確認していただきたい

一部修正 ３

2
第3回

上流部会
治水 ダムの統合管理について、現在の統合管理との違いをわかるようにしていただきたい 文章修正 １３

3
第3回

上流部会
維持管理

洪水の流下を阻害する対象として、樹木だけでなく河川敷の建物への対応なども考慮する
必要がある

文章追記 ７，２４

4
第3回

上流部会
維持管理 堤外民地が今後の整備や維持管理の障害にならないか 文章追記 ６，７，２４

5
第3回

上流部会
維持管理

河川工作物等の沈下等、一般巡視ではわからない状況を含めて、今後、河川巡視、モニタ
リングを強化すべきである

文章追記 ２０

6
第3回

上流部会
維持管理

企業の森活動(植林活動)などがあるが、企業が川の管理などに参加する機会があればい
いのではないか

文章追記 ２２，２３

7
第3回

上流部会
環境

北上川の河畔林は、平地における自然性の評価が高い区域になっているため、可能な限
り自然性の高さを残すように配慮して欲しい

文章追記 ２１

8
第3回

上流部会
環境

動物の行動を考えると、樹木の連続性が重要であり、また樹木伐採等によって礫河原を再
生することも必要である

文章追記 ２１

9
第3回

上流部会
環境

中小洪水の発生によって河床を攪乱させ、礫河原の再生を促すような表現を入れる必要
がある

文章追記 ３０

10
第3回

上流部会
環境

レクリエーション空間の機能とは、多様な利用の仕方があるので、一概にスポーツ空間(グ
ラウンド)として捉えられないように、表現を見直す必要がある

文章追記 １８

11
第3回

上流部会
環境

循環型社会形成に関しては、土砂管理や水循環の考え方をキーワードとして盛り込んでい
ただきたい

文章追記 ３１

12
第3回

上流部会
危機管理

ハザードマップについては、洪水だけでなく地震などを含めたハザードマップとして、地元住
民の意見を踏まえた実態に合ったものを作成するように指導してほしい

文章追記 ２８

13
第3回

上流部会
全般

今後、局地的集中豪雨などによる想定外の洪水も起こり得るなど、ハード対策のみなら
ず、防災関係情報の提供といったソフト対策が重要であり、ITを活用した情報発信に力を
入れるべき。また、平時においては一般の方々に北上川に興味を持ってもらえるような情
報発信を行うべき。

文章追記 ２９

14
第3回

上流部会
環境

表の下の部分の※・・・
 「きべりマメゲンゴロウ」⇒「キベリマメゲンゴロウ」

訂正 ―

15
第3回

上流部会
環境 北上川流域で…動植物⇒北上川流域で…動植物の一例 訂正 ―

16
第3回

上流部会
環境

通水確保、および礫河原の創出のための、河畔木伐採、土砂撤去に際しては、 現在の河
畔林生態系を構成している生物の生物相調査を十分に行なうことが重要である。

記載済み １５

17
第3回

上流部会
環境

主要支流河川の上流にダムが設置されている現状では、礫河原を創出しても、その維持
が難しいと思われる。定期的な擬似洪水などを起こすなどの方法により、礫河原を維持す
る方法を検討しておく必要がある

文章追記 １６

18
第3回

上流部会
全般

北上川が、歴史や暮らしの面でどのように人々とかかわってきたのか、住民に周知する努
力と工夫が必要であるとともに、河川は常に洪水の危険が伴うことも理解してもらう必要が
ある。

記載済み ２９

No 部会名 ｷｰﾜｰﾄﾞ 素案に対する意見 対応方針 ページ

19
第3回

下流部会
全般 期別スケジュールは住民のためにも、示したほうが良い 附図へ追加 ３４

20
第3回

下流部会
治水 既設ダムの有効利用は、治水も含めて改善を検討した方が良い 記載済み １３

21
第3回

下流部会
治水

旧北上川河口部の無堤防地域については、まちづくりと一体となった河川の整備計画を進
めることが望ましい

文章追記 １２

22
第3回

下流部会
治水 江合川と鳴瀬川の治水安全度バランスを考慮した治水対策を早期に実施して欲しい 記載済み １４

23
第3回

下流部会
治水

津波などが発生した際、不法係留船が橋などに衝突して火災などの二次災害につながら
ないような対応を進める必要がある

文章追記 ２５

24
第3回

下流部会
治水 基本方針と整備目標の流量配分図については載せた方が良い 図追記 ８

25
第3回

下流部会
治水

高潮堤防の構造については、桟橋構造の場合、下から持ち上がる力が働くため、構造をき
ちんと精査したほうが良い

参考意見 ―

26
第3回

下流部会
環境

河川の植物環境にとって変動性は非常に重要なので、特徴ある植物や生物多様性を確保
するために、河原の変動性を守る思想を計画に盛り込んで欲しい

文章追記 １６，３０

27
第3回

下流部会
環境

河川は洪水で無機化されている場所であるため、帰化植物の進入防止のために元の土壌
に戻すことはしない方が良い

文章修正 ２１

28
第3回

下流部会
維持管理

河川計画の基礎となる資料を入手するための装置などは、きちんと点検して守るということ
を忘れないで維持管理することが必要である

文章追記 １９

29
第3回

下流部会
維持管理

治水対策を進めるにあたっては、生活と文化に結びつく川との付き合い方を考慮し、調和
のとれた親水空間とすることが望ましい

記載済み １８

30
第3回

下流部会
維持管理

維持管理の目標に、ダムについてのみ既存施設の有効利用や長寿命化の文章が入って
いるので、記述については検討して欲しい

一部削除 １１

31
第3回

下流部会
危機管理

光ケーブルを整備する際には、常に情報が入手できるように、きちんと守れるよう対応をす
ることが必要である

文章追記 ２７

32
第4回

下流部会
危機管理 上流から下流までを含めた連携の良い防災計画をたてて欲しい 記載済み ２６

33
第3回

下流部会
治水 基本方針と整備目標の流量配分図およびそれらの確率年を明記すべきである 図・文章追記 ８，９

34
第3回

下流部会
環境

正常流量については、目標とする流量が基本方針どおりなのかについて記載するべきであ
る

文章追記 １０

35
第3回

下流部会
環境

今後の地球温暖化等の気候変動の影響については治水にだけではなく、利水・環境につ
いても、追記したほうが良いと思う

文章修正 ３２

36
第3回

下流部会
文章表現

融雪で春先に流量が増えることが示されているが、これとの対比で降雪の記述が必要であ
る

図追加 ４，５
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2

青字：部会後に頂いた意見

No 部会名 ｷｰﾜｰﾄﾞ 素案に対する意見 対応方針 ページ

37
第3回

下流部会
文章表現

2.1.2流域の地形5行目の　「などは現在も火山の姿をとどめています。」という表現はしない
ので「などの活火山が並んでいます」程度の表現でよいと思う

訂正 ―

38
第3回

下流部会
文章表現 2.5.3河川空間の利用4行目の「出廷数」は「出艇」の誤りでは 訂正 ―

39
第3回

下流部会
文章表現

3.3.1動植物の生息・生育・繁殖環境に記載の表3.3.1（北上川流域動植物環境）の旧北上
川は、派川だから「支川」を「支川・派川」とした方が良い

訂正 ―

40
第3回

下流部会
文章表現 江合川の河道掘削範囲の記載の整合が図られていない 訂正 ―

41
第3回

下流部会
文章表現

河口からの表現のときに、○○．○ｋ（kは国際単位の接頭文字）となっており、きちんとkm
と記述された方が良いと思う

訂正 ―

42
第3回

下流部会
治水

プロムナード計画との連携にあたっては、広域的なスケールメリットを考慮し、付加価値を
高める工夫をした方が良い

文章修正 １２

43
第3回

下流部会
環境

本川と支川を含め、魚類などの行き来に配慮した横のつながりやネットワークの調査・検討
をしていった方が良い

文章修正 １７

44
第3回

下流部会
環境

土砂管理や水循環の観点も重要であるが、河川を資源のソースと捉えた物質循環管理も
大事

文章修正 ３１

45
第3回

下流部会
環境 「礫河原の維持を図る」ことは現実的に難しいため表現に留意する必要がある 記載済み １６

46
第4回

下流部会
全般

今後は、整備の考え方、比較案をより分かりやすく提示し、複数の代替案から選択するよう
な議論が重要。河川整備の進捗は、予算、災害の発生、社会条件の変化等によってかわ
るため、今後の整備途上における洪水の被害の状態をシミュレーションし、より効果的な整
備スケジュール等を検討することが必要

記載済み ３３



頁 対応前の文章 素案への反映（案）

2 美しい水環境の創造 美しい水環境の創出

2 動植物の生息・生育環境等良好な河川環境の保全に努め 動植物の生息・生育環境等良好な河川環境の保全に努め

3 これからも北上川の自然豊かな河川環境を保全、継承するとともに これからも北上川の自然豊かな河川環境を保全、継承するとともに

4 豊かな自然環境と河川環境の保全・創造 豊かな自然環境と河川環境の保全・創出

6 豊かな自然環境と河川環境の保全・創造 豊かな自然環境と河川環境の保全・創出

6 河川環境の保全・創造を目指します 河川環境の保全・創出を目指します

7 河川のネットワーク機能を活かした交流の場を創造することにより 河川のネットワーク機能を活かした交流の場を創出することにより

7 心地よい水辺空間の創出と地域主体の川づくり 心地よい水辺空間の創出と地域主体の川づくり

59 各ダムで「ダム水源ビジョン」を策定し、・・・交流の場の創出 各ダムで「ダム水源ビジョン」を策定し、・・・交流の場の創出

138 良好な河川環境を保全・創造する必要があります 良好な河川環境を保全・創出する必要があります

138 礫河原の再生 礫河原の再生

141 動植物の生息・生育環境及び河川景観を保全・創出する多自然川づくり 動植物の生息・生育環境及び河川景観を保全・創出する多自然川づくり

144 多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生に配慮します。 多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生に配慮します。

146 図中のコメント・・・ヤナギ類の再生 図中のコメント・・・ヤナギ類の再生

168 治水効果を確保しつつ、可能な限り良好な河川環境の保全・再生に努めます 治水効果を確保しつつ、可能な限り良好な河川環境の保全・再生に努めます

169 礫河原の再生イメージ（見出し）、①水際環境の再生 礫河原の再生イメージ（見出し）、①水際環境の再生

169 本来の清冽な流れや良好な生態系を保全・再生します 本来の清冽な流れや良好な生態系を保全・再生します

178 まち空間と融合する水辺空間を創出する「かわまちづくり」を推進します まち空間と融合する水辺空間を創出する「かわまちづくり」を推進します

179 ■拠点地区整備計画・・・北上川水系の特徴を創造する地域であり ■拠点地区整備計画・・・北上川水系の特徴を創出する地域であり

180 盛岡ブロック・・・良好な水辺空間の創出に配慮した護岸等を整備する 盛岡ブロック・・・良好な水辺空間の創出に配慮した護岸等を整備する

180 花巻・北上ブロック・・・個性豊かな地域文化の継承と創造に資するため 花巻・北上ブロック・・・個性豊かな地域文化の継承と創出に資するため

182 「ダム水源ビジョン」に基づき、引き続き交流の場の創出、貯水池周辺の・・・ 「ダム水源ビジョン」に基づき、引き続き交流の場の創出、貯水池周辺の・・・

193 河岸侵食の防止と豊かな河川環境の保全・再生に努めます 河岸侵食の防止と豊かな河川環境の保全・再生に努めます

201 河川利用の促進による自然に触れる機会の創出等を図るとともに 河川利用の促進による自然に触れる機会の創出等を図るとともに

201 良好な河川環境の保全・再生に努めます 良好な河川環境の保全・再生に努めます

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案）

○意見
（Ｎｏ．１）基本理念等において、「保全と創造」、「創出」、「再生」等の表現が混在しているため、表現方法について確認し

ていただきたい

○事務局対応に関する補足説明

北上川水系河川整備学識者懇談会

＜言葉の意味＞
創造・・・新しいものをはじめてつくりだすこと。
創出・・・物事を新しくつくりだすこと。
保全・・・保護して安全であるようにすること。
復元・・・もとの形態・位置に戻すこと。また、戻ること。

「創造」は、はじめて作り出すものという意味をもっており、スケールの大きい
ものを作る場合に用いられると考え、本文にあった使い方は「創出」が適して
いると判断し、一部修正しました。

なお、「保全」と「再生」は現状の使い方で正しいと判断しています。
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○事務局対応に関する補足説明
雪が多い地域であることは、4行目に記載済みのため、補足として豪雪地帯指定図を追加しました。（次頁参照）

○意見
（Ｎｏ．３６）融雪で春先に流量が増えることが示されているが、これとの対比で降雪の記述が必要である

対応前の素案（P16） 素案への反映（案）（P16）

2.北上川の概要

2.1.5河川の流況

4

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

2.北上川の概要

2.1.5河川の流況



○意見
（Ｎｏ．３６）融雪で春先に流量が増えることが示されているが、これとの対比で降雪の記述が必要である

対応前の素案（P16） 素案への反映（案）（P16）
2.北上川の概要

2.1.5河川の流況

2.北上川の概要

2.1.5河川の流況

赤囲追加

○事務局対応に関する補足説明
雪が多い地域であることの補足として、豪雪地帯指定図を追加しました。

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．４）堤外民地が今後の整備や維持管理の障害にならないか

○事務局対応に関する補足説明
樹木管理の現状と課題には堤外民地が多く存在していることを記述しています。
※不法行為等に関する現状と課題及び対策については別途記載を追加しました。（本資料 ７頁・２４頁参照）

対応前の素案（P89） 素案への反映（案）（P89）

3.北上川の現状と課題

3.1.6河川・ダムの維持管理

3.北上川の現状と課題

3.1.6河川・ダムの維持管理

6

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○事務局対応に関する補足説明
不法工作物が洪水流下の支障となることについては記載がありましたが、その要因の一つである堤外民地の記載がなかったため、課題として堤

外民地が多く存在していることを追記しました。
※不法行為等に関する対策については実施に関する事項（５章）に別途記載を追加しました。（本資料２４頁参照）

○意見
（Ｎｏ．３）洪水の流下を阻害する対象として、樹木だけでなく河川敷の建物への対応なども考慮する必要がある
（Ｎｏ．４）堤外民地が今後の整備や維持管理の障害にならないか

対応前の素案（P90） 素案への反映（案）（P90）

3.北上川の現状と課題

3.1.6河川・ダムの維持管理

3.北上川の現状と課題

3.1.6河川・ダムの維持管理

赤下線追加

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

7



○意見
（Ｎｏ．２４）基本方針と整備計画の違いが分かる流量配分図については載せた方が良い
（Ｎｏ．３３）基本方針と整備目標の流量配分図およびそれらの確率年を明記すべきである

○事務局対応に関する補足説明
基本方針の流量配分図と整備計画実施後に流下が可能となる昭和２２年９月洪水と同規模の流量を追加しました。
※確率年については別途記載を追加しました。（本資料９頁）

対応前の素案（－） 素案への反映（案）（P134）

記載なし

4.河川整備の目標に関する事項

4.1.2整備の目標

8

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．３３）基本方針と整備目標の流量配分図およびそれらの確率年を明記すべきである

○事務局対応に関する補足説明
戦後の代表洪水である昭和22年9月洪水における概要と降雨確率の評価に関する説明を追記しました。

対応前の素案（－） 素案への反映（案）（P136）

記載なし

4.河川整備の目標に関する事項

4.1.2整備の目標

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

全文追加

9



○意見
（Ｎｏ．３４）正常流量については、目標とする流量が基本方針どおりなのかについて記載するべきである

○事務局対応に関する補足説明
流水の正常な機能を維持するために必要な流量の補足として、基本方針で目標としている流量であることを追記しました。
※正常流量の検討結果については素案の101頁に記載しています。

対応前の素案（P140） 素案への反映（案）（P137）

4.河川整備の目標に関する事項

4.4.2維持管理の目標

4.河川整備の目標に関する事項

4.4.2維持管理の目標

赤下線追加

10

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．３０）維持管理の目標に、ダムについてのみ既存施設の有効利用や長寿命化の文章が入っているので、記述につ

いて検討して欲しい

○事務局対応に関する補足説明
既存施設の有効利用や長寿命化については、ダムのみに関する事項ではないため、前段の記述を残し、ダムに関する箇所からは削除しました。

対応前の素案（P143） 素案への反映（案）（P140）

4.河川整備の目標に関する事項

4.4.2維持管理の目標

4.河川整備の目標に関する事項

4.4.2維持管理の目標

緑下線削除

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

11



○意見
（Ｎｏ．２１）旧北上川河口部の無堤防地域については、まちづくりと一体となった河川の整備計画を進めることが望ましい
（Ｎｏ．４２）プロムナード計画との連携にあたっては、広域的なスケールメリットを考慮し、付加価値を高める工夫をした

方が良い

○事務局対応に関する補足説明
石巻市中心市街地活性化基本計画に加え、「いしのまき水辺のプロムナード計画」を追記しました。また、「施設の付加価値を高める工夫」につい

ても追記しました。 ※「いしのまき水辺のプロムナード計画」は現在策定中です。（今年度中に策定される予定です。）

対応前の素案（P155） 素案への反映（案）（P149）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.1洪水、高潮等による災害発生の防止又は軽減

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.1洪水、高潮等による災害発生の防止又は軽減

赤下線追加・修文

12

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

※



○意見
（Ｎｏ．２） ダムの統合管理について、現在の統合管理との違いをわかるようにしていただきたい
（Ｎｏ．２０）既設ダムの有効利用は、治水も含めて改善を検討した方が良い

○事務局対応に関する補足説明
従来より適正な洪水調節を実施しており、今後も継続していくという主旨であるため、タイトルと文章を修正しました。
統合管理に関しては、従来との違いを明確にするため、より効率的・効果的な洪水調節や統合管理を実施するという内容に修正しました。
なお、治水を含めた既設ダムの有効利用については、洪水調節の実施状況や予測精度の検討等により、ダム操作の変更、施設やシステムの改

良等、必要に応じた対策の実施について記載しております。

対応前の素案（P165） 素案への反映（案）（P156）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.1洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.1洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減

赤下線修文

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

13



意見に対する対応意見に対する対応

○意見
（Ｎｏ．２２）江合川と鳴瀬川の治水安全度バランスを考慮した治水対策を実施していく必要がある

対応前の素案（P158） 素案への反映（案）（P165）

○事務局対応に関する補足説明
ご指摘がありました江合川と鳴瀬川の治水安全度バランスについては、素案の治水対策の進め方に記載しております（記載済み）

北上川水系河川整備学識者懇談会

14



意見に対する対応意見に対する対応

○意見
（Ｎｏ．１６）通水確保、および礫河原の創出のための、河畔木伐採、土砂撤去に際しては、 現在の河畔林生態系を構成

している生物の生物相調査を十分に行なうことが重要である。

対応前の素案（P170） 素案への反映（案）（P165）

○事務局対応に関する補足説明
河川環境に変化を与える可能性のある河川工事の実施にあたっては、生物相を含む河川環境を十分に把握し、多様な動植物の生息・生育環境

に配慮した多自然川づくりを推進するという記載をしております（記載済み）

北上川水系河川整備学識者懇談会

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

15



○意見
（Ｎｏ．９）中小洪水の発生によって河床を攪乱させ、礫河原の再生を促すような表現を入れる必要がある
（Ｎｏ．１７）主要支流河川の上流にダムが設置されている現状では、礫河原を創出しても、その維持が難しいと思われる定期的な擬似洪水などを

起こすなどの方法により、礫河原を維持する方法を検討しておく必要がある
（Ｎｏ．２６）河川の動植物にとって変動性は非常に重要なので、特徴ある植物や生物多様性を確保するために、河川の変動性を守る思想を計画に

盛り込んで欲しい
（Ｎｏ．４５）「礫河原の維持を図る」ことは現実的に難しいため表現に留意する必要がある

○事務局対応に関する補足説明
礫河原の再生にあたっては、冠水頻度を確保することで、礫河原や河川の変動性を維持していく考えであることから、「高水敷や中州の掘削・切

り下げ等による冠水頻度を高めることにより、礫河原の維持を図る」を追記しました。
※定期的な疑似洪水に関しては、別途記載を追加しました。（本資料３０頁参照）

対応前の素案（P171） 素案への反映（案）（P169）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

赤下線追加
5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

16

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○事務局対応に関する補足説明
魚類の遡上できる環境について、本川や支川を含めて環境の改善に向けた調査・検討を行い、必要に応じて対策を実施することについて記載を

追加しました。

対応前の素案（P171） 素案への反映（案）（P169）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

○意見
（Ｎｏ．４３）本川や支川を含め、魚類の行き来に配慮した横のつながりやネットワークの調査・検討をしていった方が良い

17

赤下線修文



○意見
（Ｎｏ．１０）レクリエーション空間の機能とは、多様な利用の仕方があるので、一概にスポーツ空間（グラウンド）として捉

えられないように、表現を見直して欲しい
（Ｎｏ．２９）治水対策を進めるにあたっては、生活と文化に結びつく川との付き合い方を考慮し、調和のとれた親水空間と

することが望ましい

○事務局対応に関する補足説明
河川空間は、多様な利用の仕方があるため、「多様なレクリエーション空間としての機能」に修正しました。
河川整備と、歴史・文化等を活かし、地域住民と連携した「かわまちづくり」を記載しています。（記載済み）

対応前の素案（P180） 素案への反映（案）（P178）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

赤下線追加

18

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．２８）河川計画の基礎となる資料を入手するための装置などは、きちんと点検して守るということを忘れないで維持

管理することが必要である

○事務局対応に関する補足説明
河川計画の基礎データとなることを明記するとともに、水文観測機器の適切な維持管理及び観測データの確実性や精度向上に関する記載を追

記しました。

対応前の素案（P186） 素案への反映（案）（P184）

5.河川整備計画の目標に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備計画の目標に関する事項

5.2.1河川の維持管理

赤下線修文

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．５）河川工作物等の沈下等、一般巡視では分からない状況を含めて、今後、河川巡視、モニタリングを強化すべき

である

○事務局対応に関する補足説明
樋門・樋管等における管理上の注意事項を明記するとともに、目視確認できない箇所の調査に関する事項を追記しました。

対応前の素案（P193） 素案への反映（案）（P191）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

赤下線追加

20

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．７）北上川の河畔林は、平地における自然性の評価が高い区域になっているため、可能な限り自然性の高さを残すように配慮

して欲しい
（Ｎｏ．８）動植物の行動を考えると、樹木の連続性が重要であり、また、樹木伐採等によって礫河原を再生することも必要である
（Ｎｏ．２７）河川は洪水で無機化されている場所であるため、帰化植物の進入防止のために元の土壌に戻すことはしない方が良い

○事務局対応に関する補足説明
平野部を流れる北上川沿いの樹木群の重要性及び動物の移動経路に関する事項を追記にしました。
帰化植物侵入防止については、樹木伐採後の良好な河川環境の維持を図る主旨に修正しました。

対応前の素案（P196） 素案への反映（案）（P194）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

赤下線修文・追加

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．６）企業の森活動（植林活動）などがあるが、企業が川の管理などに参加する機会があればいいのではないか

○事務局対応に関する補足説明
社会奉仕活動については、企業が河川管理などに参画できる場として、樹木管理、河川愛護に係る記載の中へ例示を追記しました。（次頁参照）

対応前の素案（P197） 素案への反映（案）（P195）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

途中省略・・・・・・ 途中省略・・・・・・

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

22

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．６）企業の森活動（植林活動）などがあるが、企業が川の管理などに参加する機会があればいいのではないか

○事務局対応に関する補足説明
社会奉仕活動については、企業が河川管理などに参画できる場として、樹木管理、河川愛護に係る記載の中へ例示を追記しました。

対応前の素案（P197） 素案への反映（案）（P201）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．３）洪水の流下を阻害する対象として、樹木だけでなく河川敷の建物への対応なども考慮する必要がある
（Ｎｏ．４）堤外民地が今後の整備や維持管理の障害にならないか

○事務局対応に関する補足説明
洪水の阻害となる不法工作物等への対応として、民有地の所有者へ協力を得ることと不法行為者への適正な指導や関係機関等との連携による

不法行為等への対応について追記しました。

対応前の素案（P202） 素案への反映（案）（P199）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

赤下線追加
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素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．２３）津波などが発生した際に、不法係留船が橋などに衝突して火災などの二次災害につながらないような対応を

進めて欲しい

○事務局対応に関する補足説明
不法係留船が二次災害を引き起こす原因であることを追記し、危険性を強調しました。

対応前の素案（P203） 素案への反映（案）（P200）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.1河川の維持管理

赤下線追加

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．３２）上流から下流まで含めた連携の良い防災計画をたてて欲しい

○事務局対応に関する補足説明
「国、自治体、関係機関における相互の情報共有や支援体制の構築を図りつつ」と記載しているとおり、上下流連携した危機管理体制に努めま

す。（記載済み）

対応前の素案（P210） 素案への反映（案）（P206）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化
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素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．３１）光ケーブルを整備する際には、常に情報が入手できるような対応をすることが必要である

○事務局対応に関する補足説明
河川情報については災害時でも確実な情報の収集・提供が必要であることから、災害時における被災を考慮した配置や整備に関する記載を追

記しました。

対応前の素案（P215） 素案への反映（案）（P211）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化

赤下線追加

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．１２）ハザードマップについては、洪水だけでなく地震などを含めたハザードマップとして、地元住民の意見を踏ま

えた実態に合ったものを作成するように指導して欲しい

○事務局対応に関する補足説明
地域住民の的確な判断・行動につながる情報の記載や土砂・地震災害に対応した総合的なハザードマップ作成の指導について追記しました。

対応前の素案（P216） 素案への反映（案）（P212 ）

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.3危機管理体制の整備・強化

赤下線追加
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素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．１３）今後、局地的集中豪雨などによる想定外の洪水も起こり得るなど、ハード対策のみならず、防災関係情報の

提供といったソフト対策が重要であり、ITを活用した情報発信に力を入れるべき。また、平時においては一般

の方々に北上川に興味を持ってもらえるような情報発信を行うべき。
（Ｎｏ．１８）北上川が、歴史や暮らしの面でどのように人々とかかわってきたのか、住民に周知する努力と工夫が必要で

あるとともに、河川は常に洪水の危険が伴うことも理解してもらう必要がある

○事務局対応に関する補足説明
北上川に関する情報の共有について、各種情報ネットワークの活用を追記しました。
北上川流域の洪水特性や河川環境、歴史、文化等の情報は、地域住民と幅広く共有し、河川に関する防災学習や環境学習等の充実を図ること

を記載しております。（記載済み）

対応前の素案（P219） 素案への反映（案）（P215）

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

赤下線修正

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．９）中小洪水の発生によって河床を攪乱させ、礫河原の再生を促すような表現を入れる必要がある
（Ｎｏ．２６）河川の植物環境にとって変動性は非常に重要なので、特徴ある植物や生物多様性を確保するために、河原

の変動性を守る思想を計画に盛り込んで欲しい

○事務局対応に関する補足説明
北上川流域における課題等の対応として、ダム下流への土砂供給や河川環境の保全に配慮したフラッシュ放流を含む調査・検討を行い、必要に

応じて対策を実施することを追記しました。

対応前の素案（―） 素案への反映（案）（P216）

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

全文追加
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素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

記載なし



○意見
（Ｎｏ．１１）循環型社会形成に関しては、土砂管理や水循環の考え方をキーワードとして盛り込んでいただきたい
（Ｎｏ．４４）土砂管理や水循環の観点も重要であるが、河川を資源のソースと捉えた物質循環管理も大事

○事務局対応に関する補足説明
流砂系・水循環・資源の有効利用の内容を統合して、健全な循環環境の保全に向けた取り組みに関する事項を追記しました。
また、土質、水質、物質等の「質」についても重要であることから、「及びその質」について文章を追記しました。

対応前の素案（P200、P209 ） 素案への反映（案）（P216）

5.河川整備の実施に関する事項

5.1.3河川環境の整備と保全に関する事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.2.2ダムの維持管理

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

内容を統合 全文追加

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会
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○意見
（Ｎｏ．３５）今後の地球温暖化等の気候変動の影響については治水だけでなく、利水・環境についても、追記した方が良

い

○事務局対応に関する補足説明
地球温暖化の影響について、治水・利水・環境に関わる内容になるよう文章を修正しました。

対応前の素案（P220） 素案への反映（案）（P217）

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

赤下線修文
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素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会



○意見
（Ｎｏ．４６）今後は、整備の考え方、比較案をよりわかりやすく提示し、複数の代替案から選択するような議論が重要とな

る。河川整備の進捗は、予算、災害の発生、社会条件の変化等によってかわるため、今後の整備途上における洪水
の被害の状態をシミュレーションし、より効果的な整備スケジュール等を検討することが必要

○事務局対応に関する補足説明
社会情勢、地域の要請等に変化が生じた場合は、速やかにフォローアップを実施し、必要に応じて本計画の見直しを行い、効果的な施策の展開

を推進することを記載しています。
なお、3年毎に行う再評価時には、当面の整備や整備計画完成時に想定される基本方針規模の洪水に対する被害をシミュレーションし、事業の

効果や継続の妥当性を確認します。
また、整備計画の見直し等が必要となる場合には、目標や事業内容等について、わかりやすく説明できるよう工夫します。

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

対応前の素案（P220） 素案への反映（案）（P217）

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

5.河川整備の実施に関する事項

5.3その他河川整備を総合的に行うために必要な事項
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①現在～10年後に完了予定の事業
②10年後～20年後に完了予定の事業
③20年後～30年後に完了予定の事業

堤防整備

質的整備

河道掘削

＜Ⅰ期：現在～10年後完了予定＞
胆沢ダム完成・一関遊水地事業の推進
平成14年・平成19年洪水における実績浸水
箇所の堤防整備を優先（中流部・狭窄部）
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅱ期：10年後～20年後完了予定＞
一関遊水地の完成
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を推
進
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅲ期：20年後～30年後完了予定＞
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を完
了
堤防の質的強化対策を実施
河道掘削により流下能力を確保

（堤防整備・堤防質的強化等へ掘削土を利用）

※図に示す事業実施後には、昭和22年9月洪水と同規模の洪水に対して、外水氾濫による家屋の浸水被害が全川で解消されます。

※実施位置・実施時期等については今後の調査検討を経て決定するもので予算状況や洪水被害の発生状況等により変更する可能
性があり、最終的なものではありません。
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①現在～10年後に完了予定の事業
②10年後～20年後に完了予定の事業
③20年後～30年後に完了予定の事業

堤防整備

質的整備

河道掘削

堤防整備

質的整備

河道掘削

＜Ⅰ期：現在～10年後完了予定＞
胆沢ダム完成・一関遊水地事業の推進
平成14年・平成19年洪水における実績浸水
箇所の堤防整備を優先（中流部・狭窄部）
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅱ期：10年後～20年後完了予定＞
一関遊水地の完成
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を推
進
河道掘削により段階的に流下能力を確保
（堤防整備へ掘削土を利用）

＜Ⅲ期：20年後～30年後完了予定＞
昭和22年洪水の浸水想定箇所の堤防整備を完
了
堤防の質的強化対策を実施
河道掘削により流下能力を確保

（堤防整備・堤防質的強化等へ掘削土を利用）

※図に示す事業実施後には、昭和22年9月洪水と同規模の洪水に対して、外水氾濫による家屋の浸水被害が全川で解消されます。

※実施位置・実施時期等については今後の調査検討を経て決定するもので予算状況や洪水被害の発生状況等により変更する可能
性があり、最終的なものではありません。

八重畑

津志田

○参考意見
（Ｎｏ．１９）整備計画の期別スケジュールは住民のためにも、示してもらえると非常に良いと思う

○事務局対応に関する補足説明
期別スケジュールについては、附図に追加します。

対応前の素案（－） 素案への反映（案）

素案に対する意見への対応（案）素案に対する意見への対応（案） 北上川水系河川整備学識者懇談会

附図に追加

北上川（岩手県側）の例
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記載なし


